
わが国の農林業に対する最大の加害獣ニホンジカの分布域はどんどん拡大し、近年では北陸地方や北
東北地方でも頻繁に目撃されるようになってきました。本研究では現在のシカの分布最前線を把握す
る手法を開発するとともに、気候変動に伴う自然環境の予測シナリオも考慮しつつ、シカの分布を中
長期的、広域的に予測しました。
その結果、生息分布確率50%以上の地域は2025年に国土の約7割、2050年には約９割を超え、新規
植林地における苗木被害、成長した林分における剥皮被害が懸念される地域も拡大することがわかり
ました。捕獲と防除を車の両輪として、対策をより一層進めていく必要があります。

　　成果
分布最前線を把握し、捕獲する
　ニホンジカ（エゾシカ等亜種も含む）の分布拡大とそれに
伴う被害拡大を抑制するためには、分布の最前線を的確に
把握し、そこで捕獲する必要があります。シカの生息が記録
されていないエリアであっても、すでに分布が確認されてい
る地域からの距離が近い場所では、自動撮影カメラを設置
することによって生息が確認され、分布の最前線を把握する
ことができました。一方シカの密度が極めて低く自動撮影カ
メラでは生息を確認できない場所では、食痕や糞等の痕跡
に残されたDNAを分析するために開発した「ニホンジカ・カ
モシカ識別キット」によって、シカの生息及び分布の最前線
を効率的に把握することができました。さらに、スマートフォ
ン等携帯端末を利用して市民によるシカの目撃情報や捕獲
情報を位置データとともに収集、管理、閲覧できる「シカ情
報マップ」を開発して全国展開したところ、10,000件を超
える情報が集まりました。捕獲事業等を実施する際、このシ
ステムの閲覧機能を利用して場所を決めるなど、分布拡大
問題に取り組む住民ネットワークも誕生しました。
シカの分布はさらに拡大
　将来のシカの分布を予測しました。過去約35年の分布拡
大過程から、ある時点にシカが分布していた地域は、それま
でに分布していたエリア（基本単位約5km四方）に新たに
生息し始めたエリアを加えたものであることがわかりました。
新たなエリアに分布するためにはそこに生息に適した環境が
あるかが重要ですから、どんな要因が関わっているかを探り
ました。さらに、過去にシカは日本全土に生息しており、戦
中戦後にかけて一度分布が非常に縮小、その時にも生息し
ていた地域からの分布回復であるため、環境条件だけでな
く、縮小したときにも分布していた場所への近さも分布確率
に影響すると考えられます。そこで、過去の分布域からの距
離を変数として組み込みました。この予測手法がシカの最近
の拡大過程をうまく説明できることを確認し、中長期的将来
予測へと発展させました。また、気候変動の影響を見るた
め、積雪日数など環境要因の変数については、最も気温上
昇が低いシナリオであるRCP2.6と最も気温の上昇が大きい

シナリオであるRCP8.5の気象予測値を用いました。そして
予測の結果、RCP8.5シナリオ下のほうが拡大速度が少し早
いものの、どちらのシナリオでもシカの生息分布確率が50%
以上の地域は2025年に全国の約７割、2050年には９割を
超えると予測され、温暖化による影響に加えてシカ個体群の
強い繁殖力が分布拡大に寄与していると考えられました

（図１）。さらに、分布拡大によって植栽された苗木に対する
被害（図２）や、成木に対する樹皮剥ぎ被害（図３）も全国
に拡大してしまうことが予測されました。

予測を活かして
　シカの分布拡大を阻止、あるいは拡大する速度を少しでも
遅くすることによって影響を最小限にとどめるためには、既
存の捕獲技術による成果を正しく評価し、より効率の高い技
術の創出へつなげることが不可欠です。本研究で開発した
最前線把握手法、予測手法は新たな取組の効果を判定する
ときに役立つでしょう。

　　研究資金と課題
　本研究は、農林水産省委託事業「農林水産分野における
気候変動対応のための研究開発」における「野生鳥獣拡大
に係る気候変動等の影響評価」による成果です。

　　文献
相川拓也 (2018) ニホンジカ・カモシカ識別キット─その使い方と
使用例─. 森林防疫, 67(1), 15-24.
Ohashi, H. et al. (2016). Land abandonment and changes 
in snow cover period accelerate range expansions of 
sika deer. Ecology and Evolution, 6(21), 7763-7775.
岡輝樹 (2020) ニホンジカの生息情報を共有する. 山林, 1637, 
62-69.

　　専門用語
RCP2.6及びRCP8.5：温室効果ガスの排出量を基準に分けられた、
気候変動を予測する際の2つのシナリオ。数値が高いほど排出量は
大きい。RCP2.6では2100年の平均気温が基準年（1986年～
2005年）の平均より約2℃上昇、RCP8.5では約４℃上昇すると予
測されている。

図1　ニホンジカの分布予測。
分布確率が低い地域（青色）
から高い地域（赤色）まで段
階的に色分けして示す。（左：
RCP2.6、右：RCP8.5下 で の
予測。積雪日数はOhashi et 
al. (2016)と同様の手法で推
定した。）

図2　忌避剤による被害防除
処理した新規植林地における
苗木食害発生確率予測。段階
的な色分けは図１と同じ。計
算には森林整備センターによ
る水源林造成事業地のデータ
を用いた。

図3　ヒノキ植林地があった
場合における剥皮被害発生確
率予測。段階的な色分けは図
１、２と同じ。計算には林野
庁森林生態系多様性基礎調査
結果を用いた。
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